
名称 
(都)定禅寺通櫓丁線 

市道定禅寺通線 

経緯 

Ｓ２０年 戦災復興計画基本方針閣議決定 

Ｓ２１年 戦災都市に指定 

     ２５路線が都市計画決定 

     「定禅寺通錦町線」 

Ｓ３３年 ケヤキ植樹 

Ｓ４１年 都市計画道路名称・延長変更 

     「定禅寺通櫓丁線」 

Ｓ４２年 電線地中化完成 

Ｓ５２年 彫刻のあるまちづくり事業 

     彫刻３体設置 

H１０年 景観条例に基づき「定禅寺通景観形 

成地区」を指定 

H１１年 定禅寺通シンボルロード整備事業 

     （～H１３年度） 

H１５年 定禅寺通利活用市民マネジメント組

織発足 

延長 
約 1.81km（当初） 

約 0.71km（現在） 

種級 
広路（当初計画） 

４種１級（現在） 

幅員 

46m（当初計画） 

46m（現在） 

全体幅員に対する車道以外の幅員割合 

57％（当初計画）→57％（現在）

街路樹 けやき 

～街路構造令に特化した各都市の事例～ 

仙台市 

（都）定禅寺通
じょうぜんじどおり

櫓丁
やぐらちょう

線
せ ん

  （旧：定禅寺通
じょうぜんじどおり

錦町
にしきちょう

線
せ ん

） 

植栽当時の（都）定禅寺通櫓丁線 

仙
台
市
で
は
、
昭
和
２
０
年
に
国
か
ら
示
さ
れ

た
戦
災
地
復
興
計
画
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
火
災

発
生
時
の
延
焼
防
止
や
災
害
発
生
時
の
避
難
路

の
確
保
と
い
っ
た
防
災
の
面
に
重
点
を
お
い
た

街
路
計
画
を
立
案
し
、
昭
和
２
１
年
に
定
禅
寺
通

錦
町
線
の
ほ
か
２
４
路
線
が
都
市
計
画
決
定
さ

れ
た
。

な
か
で
も
定
禅
寺
通
錦
町
線
（
現
定
禅
寺
通
櫓

丁
線
）
は
、
仙
台
市
中
心
部
に
南
北
及
び
東
西
に

配
置
さ
れ
た
６
つ
の
重
要
幹
線
街
路
の
一
つ
を

形
成
し
て
お
り
、
中
央
部
に
は
幅
１
２
ｍ
の
緑
地

帯
を
有
す
る
全
幅
４
６
ｍ
の
広
幅
員
の
道
路
と

な
っ
て
い
る
。

＜昭和３０年頃の（都）定禅寺通櫓丁線＞ 

諸元表 

＜出典：仙台市「仙台市戦災復興誌」＞ 
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＜現在の（都）定禅寺通櫓丁線＞ 

現在は、沿道の建築物や屋外広告物の規制誘導を図ることで、道路

と沿道が一体となった良好な街並みが形成されている。

＜定禅寺通シンボルロード整備事業＞ 

（定禅寺通緑地）

南 北

(中央緑地）

(３車線) (３車線)

7000 10000 12000 10000 7000

ｗ＝46000

西公園 

広瀬川 

錦町公園 

創造ゾーン 交流ゾーン 

杜のスポット 

広瀬川をイメージさせる
曲線を歩道舗装パターン
に取り入れました。 
静かな空間での休憩・散
策が楽しめます。 

アートのスポット 

・歩行者の安全を確保
したスクランブル交
差点整備 
・けやき保護と休憩ス
ペースを兼ねたベン
チの整備 

音のスポット 

出逢いのスポット 

人が集う舞台をイメージ
した格子状の整然とした
シンプルな歩道舗装パタ
ーンを取り入れていま
す。小さいステージの設
置により、小規模イベン
トが行えます。 

・イベント用コンセン
トボックスを整備 
・フットライト等を整
備し夜間の通行安全
性を確保 

都
市
計
画
道
路
と
し
て
整
備
後
、
平
成
１
１
年

か
ら
定
禅
寺
通
シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
整
備
事
業
と

し
て
、
け
や
き
の
育
成
や
道
路
景
観
と
調
和
し
た

沿
道
建
築
物
の
景
観
形
成
、
快
適
な
歩
行
空
間
の

整
備
を
行
っ
て
き
た
。

現
在
は
、
広
幅
員
の
歩
道
や
緑
地
帯
、
美
し
い

ケ
ヤ
キ
並
木
を
活
か
し
、
定
禅
寺
ス
ト
リ
ー
ト
ジ

ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
始
め
と
す
る
様
々
な

イ
ベ
ン
ト
の
舞
台
と
し
て
市
民
や
多
く
の
来
訪

者
に
親
し
ま
れ
て
お
り
、
杜
の
都
仙
台
を
象
徴
す

る
道
路
と
な
っ
て
い
る
。

当初整備時の横断図 

現在の横断図 

位置図 

＜出典：仙台市「仙台市戦災復興誌」＞ 

＜出典：仙台市ホームページ＞ 

＜出典：仙台市＞ 

＜出典：仙台市＞ 
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